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本報告書は、厚生労働省の補助事業として、日本保育協会が実施した「平成２６年度保育士の

キャリアパスに関する調査研究」の結果をまとめたものです。

本調査研究事業は保育所保育士のキャリアパスについて研究を行い認可保育所で働く保育士

の資質向上と処遇改善の方策を得ることを目的として、実態調査を行うものです。

今年度は民間認可保育所を調査対象として全国の民間認可保育所の10分の１抽出による調査

票調査を行いました。

さらに保育士勤続２0年以上、30年以上、40年以上のベテラン保育士さんへのヒアリング調査

をアンケート調査の補完として実施しております。

これらの調査結果をもとに考察し、考察結果からは現場実践の課題と展望が明らかにされま

した。

本書を、今後の保育所業務の進め方の参考としていただければ幸甚でございます。

このたびの調査研究事業の実施にあたりましては、西村重稀委員（仁愛大学）、溝口元委員

（立正大学大学院）、石川昭義委員（仁愛大学）、清水益治委員（帝塚山大学）、千葉武夫委員（聖

和短期大学）、田中浩二委員（東京成徳短期大学）、高橋英治委員（福山市・富士保育園）の各

研究委員の方々にご尽力いただいたこと、また、調査対象保育所の皆様にご協力いただいたこ

とに対しまして深甚の感謝の意を表するものであります。

平成２7年３月

社会福祉法人　日本保育協会
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